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成
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年
度
第
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通
常
総
会
開
催

昔
永
英
明

去
る
３
月
１０
日
、
平
成
１８
年
度
第
２

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
１９
年

度
事
業
計
画

（案
）
と
収
支
予
算

（案
）

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
監
事
欠
員
に

伴
う
監
事

（補
欠
）
１
名
が
選
任
さ
れ

た
。年

２
回
の
通
常
総
会
の
開
催
は
、
本

会
の
所
轄
官
庁
で
あ
る
文
部
科
学
省
の

指
導
に
よ
る
も
の
で
、
昨
年
Ｈ
月
１７
日

の
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
に
伴

っ
た
定

款
改
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
。

社
団
法
人
東
京
都
山
岳
連
盟
等
も
年
２

回
の
通
常
総
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

平
成
１９
年
度
事
業
計
画
は
、
本
会
が

平
成
２１
年
よ
り
実
施
さ
れ
る
公
益
法
人

改
革
に
お
い
て

「公
益
社
団
法
人
」
化

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
１８

年
度
の
事
業
計
画
に
お
け
る

「公
益
的

事
業
」
を

「公
益
事
業
」
に
変
え
て
、

よ
り
公
益
性
を
前
面
に
出
し
た
計
画
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
公
益
事
業
に
対
す

る
各
支
部
の
積
極
的
姿
勢
が
伺
え
る
。

平
成
１９
年
６
月
ご
ろ
の
公
益
法
人
改

革
関
連
法
の
施
行
令
等
の
施
行
に
伴

っ

て

「公
益
社
団
法
人
」
化
に
向
け
た
本

格
的
準
備
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
会
は
あ
く
ま
で

「山
登
り
」
を
中
心

と
す
る
団
体
で
あ
る
が
、
「公
益
社
団
法

人
」
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
優
位
性
、

寄
付
金
控
除
団
体
と
な
る
こ
と
を
中
心

と
し
た
税
制
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で
の
有
利
性
、
現
有
財

産
の
安
定
確
保
の
観
点
か
ら
、
「公
益
社

団
法
人
」
化
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
判

断
し
て

「公
益
性
」
を
よ
り
強
調
す
る

こ
と
に
し
た
。

平
成
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年
度
収
支
予
算
等
は
、
会
員

減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
昨
今
の
状
況
を

考
慮
し
、
よ
り
安
定
し
た
財
務
運
営
を

目
指
す
た
め

一
層
の
経
費
節
減
に
留
意

し
た
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
、
策
定
中
の
長
期
登

山
計
画
の
実
現
に
向
け
た
動
き
を
支
援

す
る
た
め
の
経
費
等
、
昨
年
度
に
比
較

し
増
額
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
平

成
１９
年
４
月
か
ら
の

「新
公
益
法
人
会

計
基
準
」
の
施
行
に
対
応
し
て
、
本
会

も
徐
々
に
こ
れ
に
移
行
す
べ
く
検
討
中

で
あ
る
。

以
上
が
平
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１８
年
度
第
２
回
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総

会
で
審
議
さ
れ
た
平
成
１９
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
等
の
概
要
で
あ
る
。
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会
員
諸
兄
の
ご
協
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お
願
い
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た
い
。
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3月 10日 、通常総会であいさつする平山会長
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*イ ンターネット0ホ ームページの更新

*海外向英文誌 町叩anese Aphe News」 第8号の発行

*青年部会報「きりぎりす」の発行 (年 2回 )

*自然保護委員会会報「木の目草の芽」刊行

*「山旅徹底ガイド」(改定版)の刊行 (東海支部)

*新「山のフィールドマナーノート」の刊行 (自 然保護)

(4)その他目的を達成するための事業

*第 9回秩父宮記念山岳賞の授与

*第 2回今西錦司賞の授与 (京都支部)

*海外登山基金による海外登山の助成

*山岳図書の整備・拡充

*山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議

*国内関係団体 (日 本山岳協会・東京都山岳連盟 0日 本ネパール協会

日本ヒマラヤ協会・HAT一 J・ その他)との連携

*海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等

*国内博物館・美術館との提携

*「上高地山岳研究所」の運用

*ミ ニ水力発電の運用

*登山記録等の保存 0整備

2.一般事業及び会員のための事業

(1)登山、集会、施設の運用等

4月 28日   上高地山研開所 (山研)

5月 15日   第15回 山を語る (水越 武)(図書)

5月 25～ 27日 若葉山行 (佐渡 事業)

5月    学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会 (学生)

6月 2～ 3日 新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭 (山研)

7月    探索山行「八ヶ岳 南北の山谷の差異」(科学)

7月    クライミング集会 (三 ッ峠 学生)

8月 4～ 9日 北信の山を歩く (事業)

9月 22～ 23日 オータムコンサート (山研)

9月    第12回古道を歩く (図書)

10月 12～ 14日 紅葉山行 (未定 事業)

10月 6～ 7日 第23回全国支部懇談会 (八幡平岩手支部)

10月    新入会員オリエンテーション (全国 9ブロック開催)

11月 3日   上高地山研閉所 (山研)

11月 3～ 5日 秋の熊野古道 (事業)

11月    第36回山岳史懇談会 (図書)

11月    学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)

12月 1日   平成19年度年次晩餐会 (於 :高輪プリンスホテル総務)

12月 2日   晩餐会記念山行 (丹沢事業)

12月 30～ 1月 3日 冬季開所 (山研)

1月 10～ 16日 オーストラリア・コジオスコ山登山 (事業)

1月 12～ 14日 スキー懇親会 (事業)

2月     第38回山岳図書を語るタベ (図書)

3月    第25回図書交換会 (図書)

(2)海外登山等

7月 ～8月  インド・ヒマラヤ マリ峰登山隊 (石川支部)

7月 ～9月  クビツァンポ源流学術調査隊 (関西支部共催)

10月    インド・ヒマラヤ シャルミリ峰登山隊 (東海支部)

11月    東チベット ゲム・ソンク峰登山隊 (福岡支部)

*長期登山計画の策定

(3)会議等

*通常総会の開催 (5月 19日 ◆平成20年 3月 )

*理事会の開催 (11回 )

*常務理事会の開催 (11回 )

*支部長会議 (5月 07月 ・12月 )

*支部長・支部事務局担当者会議の開催 (2月 )

*評議員会の開催 (随時)

■ 2

山 743-2007・ 4020(第 二種郵便物認可)

(社)日本山岳会 平成19年度事業計画
平成19年 4月 1日 ～平成20年 3月 31日

1.公益事業

(1)登山、講演会、シンポジウムの開催等

4月     講演会「インド・ヒマラヤ」カパディヤ氏(東京。名古屋・関西 海外)

4月    宮崎家裁少年補導受託登山 (年 2～ 4回、宮崎支部)

4月 28～ 29日 第10回子ども登山教室 (宮崎支部)

6月 2～ 3日 第27回 日本登山医学会シンポジウム (宮城蔵王 医療)

6月 3～ 4日 第61回上高地ウエストン祭 (信濃支部)

6月    実技講習会「山での救急蘇生法圧Dの使い方」(医療)

7月 7日   第 3回山の博覧会「山を知ろう 山へ行こう」(山梨支部)

7月 5～ 6日 全国山岳遭難対策協議会 (富山市 指導)

7月 22日   第 6回青少年体験登山 (東九州支部)

7月 26～ 29日 第 8回自然児学校 (北海道支部)

7月    集団登山引率者講演会 (富山支部)

7月    第50回高頭祭 (弥彦山 越後支部)

7月    山岳映画会「アーカイブ作品上映」 (資料映像)

7月 ～8月  上高地インタープリタ活動 (自 然保護共催)

8月 4～ 5日 白山親子登山 (福井支部)

9月    救急蘇生法講演会 (医療)

9月    危急時対策講習会 (指導)

10月    親と子のふれあい登山教室 (東海支部)

10月    スペシャルオリンピックス(知的障害者との登山)(東海支部)

10月    全国山岳博物館等連絡会議 (資料映像)

11月 3日   宮崎ウエストン祭 (高千穂町 宮崎支部共催)

11月    雪崩講習会 (指導)

11月    シンポジウム (科学)

11月    山岳映画会「アーカイブ作品上映」(資料映像)

11月    レスキュー講習会 (青年)

11月 16日  山岳講演会 (岐阜支部)

1月     雪崩 0雪上技術講習会 (指導)

1月     講演会「登山と慢疾患について」(医療)

2月    県警察山岳救助指導 (宮崎支部)

2月    講演会 (科学)

2月    雪崩 0雪上技術講習会 (指導)

3月    大学山岳部アイスクライミング講習会 (学生)

通年    登山教室の開催 (東海支部)

(2)自然保護・山岳環境保全

4月 ～11月  四国中央分水嶺踏査 (最終年・関西支部)

5月 20日   「よみがえれ支笏湖の森」植樹に参加 (北海道支部)

6月 ～9月  高山植物盗掘防止パトロール受託事業 (北海道支部)

6月    自然観察会 (於 :木曽 自然保護)

7～ 8月   山岳レインジャー活動 (山梨支部)

9月 ～11月  奥匹見登山道整備 (広島支部)

9月 ～11月  加越国境等登山道整備 (石川支部)

11月 16～ 18日 自然保護全国集会 (於 :西湖 自然保護 0山梨支部)

通年    「高尾の森づくり」(自 然保護)

″     「白神山地再生育林」(青森支部)

″     「猿投の森づくり」(東海支部)

″     「小津権現山」県民の森づくり受託事業 (岐阜支部)

″     「大山」横手道上ブナ林育成支援 (山陰支部)

″     森林保全巡視受託事業 (北九州支部・熊本支部)

″     「水源の森づくり」(宮崎支部)

″     環境省「吉野熊野国立公園西大台地区利用適正化計画検

討協議会」への参加 (関西支部 0自然保護)

″     鈴鹿山系全山環境調査登山 (東海支部)

″     「夜叉が池」環境パトロール (岐阜支部・福井支部)

(3)出版等

*山岳第102年 (2007年)の発行

*会報743号～754号の発行
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平成19年度収支予算書
平成19年 4月 1日 から平成20年 3月 31日 まで

科 目 平成19年度予算 平成18年度予算 増 減 備考

I支出の部

1.事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所事業費

山岳研究所運営費

ミニ水力発電

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

11,000,000

200,000

2,020,000

750,000

10,000,000

170,000

2,000,000

1,580,000

2,560,000

200,000

9,900,000

0

4,200,000

44,580,000

10,800,000

170,000

1,790,000

700,000

10,500,000

200,000

1,000,000

1,360,000

2,560,000

200,000

9,600,000

400,000

4,500,000

43,780,000

200,000

30,000

230,000

50,000

-500,000

-30,000

1,000,000

220,000

0

0

300,000

-400,000

-300,000

800,000

2.管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水道料

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

銀行振込手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

退職金

賃借料

雑費

管理費計

13,000,000

100,000

1,250,000

800,000

800,000

180,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

750,000

1,850,000

1,240,000

2,500,000

60,000

0

3,240,000

600,000

28,240,000

13,000,000

200,000

1,250,000

750,000

800,000

200,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

700,000

1,640,000

1,100,000

2,700,000

60,000

0

3,240,000

900,000

28,410,000

0

-100,000

0

50,000

0

-20,000

0

0

0

0

0

0

50,000

210,000

140,000

-200,000

0

0

0

-300,000

-170.000

3.固定資産取得支出

土地購入支出

建物建設購入支出

0

0

0

0

0

0

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

800,000

0

0

0

1,800,000

0

1,000,000

0

0

0

1,000,000

0

0

0

800,000

0

800。000

5。 予備費

予備費 2,000,000 1,000,000 1,000,000

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C)

76,620,000

-2,188,000

7,694,357

74,190,000

-875,000

7,606,357

2,430,000

-1,313,000

88,000

科 目 平成19年度予算 平成18年度予算 増 減 備考

I収 入の部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入 2,000 5,000 -3.000

2.会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,000,000

0

60,000,000

800,000

63,800,000

3,000,000

0

62,000,000

700,000

65,700,000

0

0

-2,000,000

100,000

-1,900,000

3.事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

0

300,000

2,500,000

2,500,000

6,900,000

1,600,000

0

200,000

2,500,000

2,700,000

7,000,000

0

0

100,000

0

-200,000

-100,000

4.補助金等収入

補助金収入 3,000,000 3,000,000

5。 寄付金収入

寄付金収入

募金収入

寄付金収入計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6.雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

30,000

700,000

730,000

10,000

600,000

610,000

20,000

100,000

120,000

7.特定預金取崩収入

8.敷金等戻り収入

9。 繰入金収入

百周年会計繰入金収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

74,432,000

9,882,357

84,314,357

73,315,000

8,481,357

81,796.357

1,117,000

1,401,000

2.518.000

籠 3
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日
本
山
岳
会
へ
の
提
言

「海
外
の
山
」
と
「日
本
の
山
」
の
明
日江

本
嘉
伸

山
岳
会
創
立
の
精
神
で
も
あ

っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら

日
本
山
岳
会
が
海
外
登
山
の
な
か
で
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。

し
か
し
、
１
０
０
年
を
経
て
時
代
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

海
外
登
山
を
中
心
に
日
本
山
岳
会
の

「明
日
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

つ
た
。

は
じ
め
て
の
ア
ル
プ
ス

日
本
人
が
海
外
の
山
へ
出
か
け
た
歴

史
は
、
こ
こ
１
４
０
年
ほ
ど
で
あ
る
。

当
初
は

「登
山
」
と
は
言
え
ず
、
山
ヘ

の
小
旅
行
と
い
っ
た
趣
き
だ

っ
た
。
た

だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
を
持
つ
知
識
人

が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
し
ば
し
ば
海

外
登
山
史
の
最
初
の
１
パ
‐
に
登
場
す
る

く
り
も

と
じ

ょ
う

ん

江
戸
幕
府
の
外
国
奉
行
、栗
本
鋤
雲
（１

８
２
２
～
１
８
９
７
）
で
あ
る
。

神
田
猿
楽
町
に
生
ま
れ
成
人
し
て
幕

府
奥
詰
医
師
、
栗
本
家
の
養
子
と
な
り
、

医
学
と
本
草
学
を
学
ん
だ
。
幼
少
の
頃

は
病
弱
で
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
し

た
た
め
か
登
山
を
愛
し
、

２５
歳
で
富
士

山
、
金
峰
山
に
登

っ
て
い
る
。
１
８
５

８
（安
政
５
）
年
、
箱
館

（函
館
）
へ
配

属
さ
れ
た
際
、
奉
行
の
命
に
よ
リ
フ
ラ

ン
ス
人
宣
教
師
に
日
本
語
を
教
え
、
同

時
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
伝
授
を
受
け
る
。

１
８
６
７

（慶
応
３
）
年
、
国
交
交
渉

の
た
め
に
渡
仏
し
た
際
、
ス
イ
ス

・
ア

ル
プ
ス
で
植
物
採
集
を
行
な
い
、
日
本

人
で
最
初
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ル
プ
ス

に
足
を
踏
み
入
れ
た
人
と
な
っ
た

（栗

本
が
帰
国
す
る
前
に
幕
府
は
瓦
解
し
、

維
新
後
は
報
知
新
聞
の
記
者
と
な
り
、

新
聞
界
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
た
）
。

１
８
８
４

（明
治
１７
）
年
に
は
地
質

学
者
で
も
あ
る
画
家
、
高
島
北
海
が
農

務
省
事
務
官
と
し
て
渡
欧
し
、
モ
ン

・

ブ
ラ
ン
や
チ
ロ
ル
、
ピ
レ
ネ
ー
な
ど
の

山
々
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
日
本
山

岳
会
誕
生
の
頃
の
メ
ン
バ
ー
に
も
共
通

す
る
こ
と
だ
が
、
当
時
は
植
物
学
者
が

山
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ

た
。
１
９
０
０
年
に
は
ド
イ
ツ

留
学
中
の
植
物
学
者
、
白
井
光

太
郎
が
ド
イ
ツ
の
植
物
学
者

た
ち
と
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
境
の
リ
ー
ゼ
ン
グ
ビ
ル

ゲ
に
登

っ
た
。
項
上
付
近
で
風

雨
に
見
舞
わ
れ
、
凍
死
寸
前
の

登
山
だ

っ
た
と
い
う
。

写
真
家
、
長
谷
川
伝
次
郎
が

チ
ベ
ッ
ト
の
聖
山
、
カ
イ
ラ
ス

を

一
周
し
た
の
は
、
１
９
２
５

（大
正
１４
）
年
の
こ
と
だ
。
長

谷
川
の
写
真
集

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の

旅
』
は
、
日
本
人
の
探
検
心
を

大
い
に
刺
激
し
た
が
、
帰
国
し

た
長
谷
川
の
講
演
を
聞

い
て

大
い
に
感
動
し
た
ひ
と
り
に
立
教
大
学

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
堀
田
弥

一
が
い
た
。
ガ

ル
ワ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ナ
ン
ダ

・
コ

ー
ト

（６
８
６
１
房
）
に
目
標
を
定
め
、

１
９
３
６

（昭
和
Ｈ
）
年
、
４
名
の
隊

員
と
出
発
す
る
。
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
隊
第
１
号
で
あ
る
。
１
９
０
５
年
に

ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
試
登
し
た
北
東
稜

か
ら
５
人
全
員
が
登
頂
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
育

っ
た
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

が
イ
ン
ド
な
ど
植
民
地
開
拓
と
運
動
し

て
探
検
登
山
を
展
開
し
た
の
に
較
べ
、

日
本
人
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
に
つ
い
て

は
む
し
ろ
純
粋
に
欧
米
流
の
パ
イ
オ
ニ

ア
ワ
ー
ク
を
な
ぞ
っ
て
き
た
、
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト

以
後
、
日
本
も
植
民
地
と
し
て
い
た
朝

鮮
、
台
湾
、
満
州

（中
国
東
北
部
）
な

ど
の
山
、
自
頭
山
や
大
興
安
嶺
な
ど
に

京
大
隊
が
極
地
法
で
挑
ん
で
い
る
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
都
市
も
地

方
も
町
も
農
村
も
軍
国
主
義

一
色
に
な

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
で
登
山
界
も
そ
の

空
気
に
完
全
に
か
ら
め
と
ら
れ
て
い
っ

た
こ
と
は
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の

『日

本
山
岳
会
百
年
史
』
で
指
摘
さ
れ
て
い 1936年 10月 5日 、日本人で初めてヒマラヤ登項に成功した立大隊隊員
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る
通
り
で
あ
る
。
戦
争
は
エ
リ
ー
ト
た

ち
の

「挑
戦
心
」
を

一
蹴
す
る
、
そ
う

い
う
側
面
も
持

っ
て
い
た
。
戦
時
中
、

日
本
山
岳
会
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

っ
た
か
、
は
登
山
史
の
中
で
大
事
な
要

素
で
あ
る
。

幸
運
、
そ
し
て
困
難
な
時
代
に

１
９
４
５

（昭
和
２０
）
年
、
敗
戦
。

焼
け
野
原
で
は
ど
う
や
っ
て
食
う
か
、

が
第

一
だ
っ
た
。
登
山
家
た
ち
の
本
来

の

「高
み
へ
の
欲
求
」
「未
知
へ
の
好
奇

心
」
が
登
山
家
、
冒
険
家
た
ち
の
心
に

よ
み
が
え
っ
て
き
た
の
は
ま
ず
欧
州
か

ら
だ

っ
た
。
す
で
に
南
北
両
極
点
到
達

は
果
た
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
い

う
、
市
民
に
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
存
在
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。

１
９
５
０
年
代
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

登
頂

（１
９
５
０
年
、
フ
ラ
ン
ス
隊
）

に
始
ま
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
０
０
０
い
川峰
の

初
登
項
の
時
代
だ
。

５３
年
に
は
最
高
峰

が
イ
ギ
リ
ス
隊
に
よ
っ
て
登
ら
れ
、
日

本
山
岳
会
隊
も
３
次
に
わ
た
る
挑
戦
の

末
、
１
９
５
６
年
に
マ
ナ
ス
ル
を
登
り
、

ア
ジ
ア
で
唯
ひ
と
つ
８
０
０
０
い
川峰
初

登
頂
の
栄
誉
を
許
さ
れ
た
。
マ
ナ
ス
ル

は
じ
め

一
連
の
経
緯
は
「山
岳
会
百
年
」

を
記
念
し
て
こ
の
会
報
上
で
何
度
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
先
を
急
ぐ
。

た
だ
そ
の
過
程
で
大
学
山
岳
部
系
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
山
の
世
界
に
社
会

人
山
岳
会
が
台
頭
し
、
や
が
て
リ
ー
ド

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
書

き
留
め
て
お
き
た
い
。
困
難
な
壁
や
ル

ー
ト
を
次
々
に
開
拓
す
る
そ
の
行
動
力

は
、
エ
リ
ー
ト
集
団
の
大
学
山
岳
部
出

身
者
を
寄
せ
つ
け
な
い
迫
力
が
あ
っ
た
。

１
９
５
８
年
に
発
足
し
た
ク
ラ
イ
マ
ー

集
団
、
「第
２
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
は
そ
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
。
個
性
溢
れ
る

果
敢
な
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
は
谷
川
岳
や

穂
高
の
壁
に
新
ル
ー
ト
を
開
拓
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
三
大
北
壁
に
転

戦
し
た
。
社
会
人
山
岳
会
の
多
く
は
大

学
山
岳
部
出
の
「極
地
法
」
を
嫌
い
、
少

数
で
の
登
攀
を
あ
ち
こ
ち
で
実
践
し
た
。

１
９
６
０
年
代
以
降
、
日
本
経
済
の

躍
進
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。

１４
座
あ

る
８
０
０
０
際
川峰
の
う
ち
最
後
に
残

っ

た
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
が
登
項
さ
れ
た
の
は

１
９
６
４
年
だ
が
、
こ
の
同
じ
年
、
日

本
人
は
初
め
て

「自
由
な
海
外
渡
航
」

を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
決
定
は
日
本
人

の

″地
球
体
験
″
の
裾
野
を
拡
大
し
た
。

日
本
山
岳
会
は
、
「新
し
い
ル
ー
ト
」

を
求
め
て
海
外
登
山
を
次
々
に
考
え
出

し
、
実
践
し
た
。
資
金
を
得
る
た
め
に

も
時
代
に
あ
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク

が
求
め
ら
れ
、
１
９
７
０
年
の
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
、
１
９
７
６
年

の
ナ
ン
ダ

・
デ

ヴ
ィ
、
１
９
８
０
年

の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、

１
９
８
４
年

の
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

縦
走
、
と
大
規
模
な
登
山
隊
の
快
挙
が

続
い
た
。

そ
し
て
１
９
８
５
年
９
月
の
プ
ラ
ザ

合
意
。
円
高
ド
ル
安
政
策
を
推
進
し
日

本
が
ア
メ
リ
カ
の
赤
字
解
消
に

一
役
買

っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
合
意
は
円
高
不
況

を
呼
ぶ
反
面
、
海
外
旅
行
を
拡
大
し
、

日
本
の
登
山
隊
は
活
躍
の
舞
台
を
広
げ

た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
い
え
ば
１
９
８
８
年
の

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
・
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
三
国

交
差
縦
走
、

９２
年
の
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、

９５
年
の
マ
カ
ル
ー
東
稜
な
ど
な
ど
で
あ

る
。
中
に
は
少
々
大
掛
か
り
過
ぎ
た
登

山
も
あ
っ
た
が
重
廣
恒
夫
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
登
山
の
都
度
、

社
会
人
ク
ラ
イ
マ
ー
が
参
入
し
、
若
い

登
り
手
が
育

っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
人
の
海

外
登
山
は
変
質
し
始
め
る
。
山
野
井
泰

史
ら
海
外
の
ビ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
ル
に
挑
戦

し
続
け
る
ク
ラ
イ
マ
ー
も
少
数
だ
が
い

る
。
平
山
ユ
ー
ジ
の
よ
う
に
世
界
の
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

一
線
で
長
く
気

を
吐
い
て
い
る
存
在
も
貴
重
だ
。
し
か

し
、
豊
か
さ
の
中
で
山
登
り
の
大
事
な

要
素
で
あ
る

「先
鋭
の
心
」
は
ゆ
っ
く

り
大
勢
か
ら
後
退
し
て
い
っ
た
。

折
か
ら
日
本
の
人
口
は
徐
々
に
高
齢

化
し
、
海
外
登
山
を
担
う
人
的
資
源
も

変
化
し
た
。
登
山
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
５０

～
７０
年
代
に
青
年
期
を
過
ご
し
た
人
々

が
時
間
と
経
済
力
を
手
に
入
れ
、
懐
旧

と
憧
れ
の
思
い
で
日
本
百
名
山
に
挑
戦

し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
の
普
及
が
登
山
に
必
要
な
情
報

を
瞬
時
に
も
た
ら
し
、
望
む
者
に
は
９０

年
代
に
広
ま
っ
た
商
業
公
募
登
山
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
く
れ
る
。
海
外

登
山
は
そ
の
方
向
性
を
探
り
つ
つ
混
迷

の
時
代
に
入
り
、
そ
ん
な
時
に
日
本
山

岳
会
は
創
立
百
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

温
暖
化
報
告
と
二
十

一
世
紀
の
パ
イ
オ

ニ
ア
ワ
ー
ク

２
０
０
７
年
４
月
７
日
の
Ａ
Ｐ
電
は
、

４
月
２
日
ま
で
ア
メ
リ
カ

・
オ
レ
ゴ
ン

州
中
央
部
の
リ
ゾ
ー
ト
地
、
ベ
ン
ド

（”
①
巳
）
で
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
山
岳

会

（Ａ
Ａ
Ｃ
）
年
次
総
会
で
深
刻
な
温

暖
化
の
影
響
が
登
山
家
た
ち
か
ら
報
告

さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
「氷
河
が
消
え
、

氷
の
ル
ー
ト
が
溶
け
、
岩
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
砕
け
る
状
態
」
を
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
各
地
で
日
撃
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
だ
。
二
十

一
世
紀
の
登
山
家
に
と

っ
て
「環
境
」
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。

目 5
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大
自
然
の
最
先
端
に
い
る
登
山
家
た

ち
の
現
場
報
告
に
注
目
し
た
Ａ
Ｐ
電
は
、

チ
ベ
ッ
ト
、
ブ
ー
タ
ン
な
ど
最
も
手
つ

か
ず
の
地
域
で
あ
る
東
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
状

況
に
つ
い
て

「
Ｊ
Ａ
Ｎ

（Ｆ
Ｏ
”
●
①
の
①

≧
Ｕ
Ｆ
の
Ｚ
の
要
∽
）」
の
編
集
長
で
も
あ

る
日
本
の
登
山
家

・
探
検
家
、
中
村
保

の
報
告
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
る
。
「気

象
変
化
と
氷
河
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
特
別
グ
ス
ト
と
し

て
招
か
れ
た
中
村
は

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東

の
氷
河
」
と
題
し
て
ス
ラ
イ
ド
、
地
図

を
駆
使
し
て
こ
こ
３０
～
５０
年
の
氷
河
の

変
動
を
報
告
し
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

な
お
、
こ
の
総
会
で
中
村
保
は
、
日
本

人
で
は
槙
有
恒
以
来
２
人
日
と
い
う
Ａ

Ａ
Ｃ
の
「名
誉
会
員
」
に
選
ば
れ
た
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。
東
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏

域
踏
査
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
が
評
価

の
対
象
で
日
本
人
の
海
外
登
山
史
の
中

で
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物

が
出
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
大
衆
化
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
登
山
者
や
ト

レ
ッ
カ
ー
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
で
は
登

山
者
自
身
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

・
ア
ッ
プ

作
戦
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ゴ
ミ
の
回

収
、
登
攀
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
ア
ル
パ

イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
の
奨
励
な
ど
は

一
定

の
成
果
を
上
げ
た
が
、
最
近
で
は

「二

酸
化
炭
素
に
よ
る
温
暖
化
」
が
そ
れ
ら

の

「局
地
戦
」
を
呑
み
込
み
つ
つ
あ
る
。

地
球
温
暖
化
の
深
刻
な
現
状
は
、
山
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
地
道
に
実
践
し
て
き

た
人
々
に
徒
労
感
を
与
え
始
め
て
い
る
。

日
本
人
の
山
登
り
に
関
し
て
見
逃
せ

な
い
の
は
、
長
く
登
山
の
最
前
線
を
支

え
て
き
た
大
学
山
岳
部
の
衰
退
、
多
く

の
中

・
高
校
で
の
山
岳
部
の
廃
止
だ
。

Ｉ
Ｔ
時
代
と
な
っ
て
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世

界
で
満
足
し
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
、

山
に
連
れ
て
行
き
た
く
て
も
少
し
の
危

険
も
冒
せ
な
く
な
っ
て
い
る
教
育
の
現

場
、
自
身
も
実
は
自
然
を
知
ら
な
い
ま

ま
お
と
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
親
た
ち
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考

え
た
ら
自
然
の
真
ん
中
で
過
ご
す
時
間

の
大
切
さ
を
い
か
に
伝
え
る
か
、
緊
急

な
テ
ー
マ
だ
。

そ
の

一
方
で
前
述
し
た
よ
う
に
定
年

を
間
近
に
し
た
中
高
年
層
の
登
山
志
向

の
高
ま
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
原
則
的
に

個
人
個
人
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
山
岳
会

と
し
て
何
か
を
す
る
と
い
う
必
要
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
８
０
０
０
際
川峰

登
山
は
、
自
己
完
結
的
に
個
人
が
や
る

も
の
、
と
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
百
名

山
も
そ
う
だ
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰
々
に

関
し
て

「か
つ
て
青
年
期
に
見
果
て
ぬ

夢
」
を
見
た
中
高
年
が
時
間
と
経
済
力

を
得
て
初
め
て
そ

の
夢
を
実
現
し
て

い
る
の
だ
、
と
私

は
思
う
。

山
岳
会
が
組
織

と
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
を
実
行
す
る
、

と
い
う
の
も
ム
リ

し
て
や
る
必
要
は

な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
い
う
時

代
は
過
ぎ
た
。
す

ぐ
れ
た
登
山
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
個
人
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

登
山
活
動
も
含
め
人
が
動
け
ば
そ
れ

だ
け
二
酸
化
炭
素
が
増
え
る
と
い
う
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
の
中
に
私
た
ち
は
い
る
。

そ
の
中
で
こ
れ
か
ら
日
本
山
岳
会
は
ど

の
よ
う
な
哲
学
を
も

っ
て
明
日
へ
の
方

向
性
を
打
ち
出
せ
る
の
か
。
次
の
世
代

を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

哲
学
が
日
本
山
岳
会
の
会
長
に
問
わ
れ

た
事
例
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
が
、
日
本

山
岳
会
の
再
生
、
体
質
改
善
を
考
え
る

な
ら
諦
め
ず
に
堂
々
と
し
た
議
論
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
修
験

道
な
ど
日
本
人
古
来
の
山
と
の
関
わ
り

方
が
、
環
境
問
題
と
関
連
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
だ

ろ
う
。

氷
河
の
後
退
が
著
し
い
モ
ン

・
ブ
ラ
ン
の
ボ
ソ
ン
氷
河

先
ご
ろ
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
は

「２
０
５
５
年
に
日
本
の
人

口
の
４１
りヽ自
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
占
　
６

め
ら
れ
る
」
と
の
、
衝
撃
的
な
予
測
を
　
鰈

発
表
し
た
。　
公
募
登
山
を
は
じ
め
と

す
る
近
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
見
て
い

て

「
ノ
ー
ブ
レ
ス

・
オ
ブ
リ
ー
ジ
」
と

い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
想
起
す
る
。
「高

い
身
分
の
者
が
負
う
道
徳
的
義
務
」
と

の
意
味
ら
し
い
が
、
思
え
ば
高
い
場
所

に
攀
じ
る
力
を
持
つ
登
山
家
は
、
そ
れ

だ
け
で

「強
き
恵
ま
れ
た
者
」
で
あ
る
。

海
外
登
山
を
ど
う
す
る
か
、
の
前
に

日
本
山
岳
会
を
名
乗
る
以
上
、
自
分
を

含
め
て
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
き
方
が
問

わ
れ
て
い
る
、
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
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土
曜
懇
話
会
が
開
催

・
第
１
回
、
平
山
善
吉
会
長

「南
極
」
を
語
る

１
月
２０
日
１４
時
よ
り
、
第
１
回
土
曜

懇
話
会
が
１
０
４
号
室
で
開
催
、
参
加

者
は
約
４０
名
で
あ

っ
た
。

懇
話
会
は
、
平
山
会
長
の
強
い
要
望

に
よ
る
も
の
で
、
開
催
に
あ
た
り

「日

本
山
岳
会
は
今
、
入
会
者
の
減
少
と
退

会
者
の
増
加
に
よ
り
会
員
数
の
減
少
と

い
う
節
目
の
時
代
に
あ
る
。
懇
話
会
は
、

そ
れ
を
打
破
す
る

一
つ
と
し
て
開
く
も

の
で
あ
る
。
幸
い
、
本
会
に
は
長
い
歴

史
と
豊
富
な
人
材
が
あ
る
。
歴
史
は
山

岳
文
化
を
育
み
、
優
れ
た
人
材
は
、
長

老
か
ら
若
手
ま
で
多
士
済
々
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
講
師
を
お
願
い

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
山
を
語

っ

て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
講
演
後
に
は
講

師
を
囲
み
、
会
員
同
士
の
懇
親
を
図
る

楽
し
い
会
に
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年
の

「南
極

観
測
５０
周
年
」
に
ち
な
み
、
「我
が
国
南

極
観
測
の
５０
年
」
で
あ
る
。
会
長
は
、

昭
和
３１
年
か
ら
３６
年

（第
１
次
～
３
次
）

の
南
極
観
測
隊
に
参
加
、
第
３
次
で
は

越
冬
し
て
い
る
。
講
演
を
要
約
す
る
と
、

Ｉ

「前
史
・探
検
の
時
代
」
、
Ⅱ

「南
極

と
は
」
、Ⅲ
「昭
和
基
地
の
建
設
」
、Ⅳ
「昭

和
基
地
の
生
活
」
、Ｖ
「観
測
と
成
果
」
の

５
項
目
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

を
映
像
で
解
説
。
実
体
験
に
よ
る
具
体

的
な
説
明
か
ら
、
わ
が
国
南
極
観
測
隊

の
経
緯
と
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

最
後
に
、
「登
山
に
限
ら
ず
広
く
話
題

を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
、
初
め
に

南
極
を
選
ん
だ
。
今
後
、
登
山
の
報
告

や
登
山
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
、
こ
の
土
曜
懇
話
会
が
継
続
さ

絋

スライドをまじえ「南極」を語る平山会長

れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

（羽
田
栄
治
、
平
井
喜
久
枝
）

■
第
２
回
、
中
村
保
さ
ん

「東
チ
ベ
ッ
ト
探
査
」
を
語
る

２
月
３
日
１４
時
よ
り
、
山
岳
会
集
会

室
で
第
２
回
土
曜
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、

中
村
保
会
員
に
よ
る
昨
年
の

「東
チ
ベ

ッ
ト
探
査
」
が
報
告
さ
れ
た
。
約
４０
人

の
聴
衆
が
会
場
を
埋
め
盛
会
で
あ
っ
た
。

昨
年
で
２８
回
日
と
な
る
東
チ
ベ
ッ
ト

の
探
査
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
キ
ン
グ
ド

ン

。
ウ
ォ
ー
ド
が
１
９
３
５
年
に
通
過

し
て
以
来
誰
も
遡
行
し
て
い
な
い
易
貢

蔵
布

（イ
ゴ
ン
ツ
ァ
ン
ポ
ー
）
下
流
域

の
完
全
遡
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
、
ラ
サ
の
ホ
テ
ル
に
残
さ

れ
て
い
た
中
村
さ
ん
の
友
人
に
よ
る
手

紙
で
無
残
に
も
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ

た
。中

村
さ
ん
か
ら
長
年
に
わ
た
り
こ
の

地
域
の
情
報
を
得
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ

人
ジ
ョ
ン

・
マ
イ
ス
ラ
ー
が
ひ
と
足
先

に
こ
の
谷
に
入
る
と
い
う
の
だ
。
急
速
、

探
査
地
域
の
変
更
を
し
、
２
０
０
６
年

１０
月
２５
日
、
ラ
サ
を
４
台
の
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
で
出
発
し
た
。

探
査
地
域
は
、
易
貢
の
谷
に
は
入
る

も
の
の
易
貢
湖
北
方
の
未
踏
峰
ハ
ユ
ン

ガ
ル
ポ
峰

（６
３
８
８
房
）
を
回
る
谷

（
ニ
ウ
曲
易
貢
蔵
布
）
の
調
査
。
カ
ン
リ

ガ
ル
ポ
山
群
の
ゴ
ン
ヤ
ダ

（６
４
２
３

房
）
、
ル
オ
ニ

（６
８
８
２
鮮
）
の
調
査

（ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
が
興
味
を
示
し

て
い
る
そ
う
で
あ
る
）
。
然
鳥
（ラ
ウ
ー
）

の
西
に
あ
る
米
推

（ミ
ド
イ
）
氷
河
、

さ
ら
に
こ
の
谷
の
西
に
あ
る
米
麦

（ミ

メ
イ
）
谷
の
調
査
。
少
し
戻

っ
て
波
密

（ボ
ミ
）
の
町
西
に
あ
る
波
推
蔵
布

（ボ

ト
イ
ン
ツ
ァ
ン
ポ
ー
）
の
調
査
と
、
多

彩
な
地
域
が
探
査
の
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
地
域
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
を

受
け
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
珍
し
い
森
林
が

広
が
っ
て
い
て
、
大
き
な
氷
河
も
発
達
　
フ

し
て
い
る
。
林
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
大
　
量

型
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
さ
れ
た
巨
木
が
製

材
所
に
運
び
こ
ま
れ
て
い
る
。
探
査
は

銘
で
密
林
を
切
り
開
き
な
が
ら
進
み
、

夜
に
は
熊
の
咆
暉
も
聞
こ
え
る
と
い
う
、

チ
ベ
ッ
ト
と
は
思
え
な
い
情
景
だ
っ
た
。

そ
し
て
い
ず
れ
の
探
査
地
域
も
未
踏
峰

ば
か
り
で
あ
り
、
史
上
初
め
て
カ
メ
ラ

に
収
ま
っ
た
山
々
が
中
村
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
、
出
席
し

た
会
員
か
ら
は
賞
賛
の
声
が
上
が
っ
た
。

と
う

び

今
回
の
講
演
の
悼
尾
を
飾

っ
た
の
は
、

新
た
に
開
通
し
た
青
蔵
鉄
道
車
窓
か
ら

の
大
パ
ノ
ラ
マ
写
真
だ

っ
た
。

（河
西
瑛

一
郎
）
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高
尾
の
森
づ
く
り

日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

受
賞

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

白
井
聰

一

日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
が
森

林
再
生
の
テ
ー
マ
で
高
尾
の
森
づ
く
り

の
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
６
年
、
植
樹

祭
も
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
。
森
づ

く
り
５０
年
の
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
数
年
は
ほ
ん
の
手
始
め
、
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い

が
、
植
栽
地
で
は
森
林
形
成
が
始
ま
り
、

森
づ
く
り
の
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

経
済
林
か
ら
環
境
林
へ
の
移
行
、
二

酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
森
林
の
活

性
化
、
種
や
生
態
系
多
様
化
の
復
元
な

ど
の
課
題
を
背
負

っ
て
、
全
国
で
も
事

例
の
少
な
い
針
広
混
交
林
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
中
の
ギ
ャ
ッ
プ
箇
所

に
落
葉
広
葉
樹
林
を
つ
く
り
、
モ
ザ
イ

ク
状
の
針
広
混
交
林
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
、
こ
こ
ま
で
は
順
調
に
推
移

し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

成
長
の
過
程
を
定
量
的
に
フ
ォ
ロ
ー

し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
課
題
が
達
成

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た

め
に
調
査
を
開
始
し
た
の
は
、
森
づ
く

り
の
２
年
目
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
高

尾
で
は
群
状
集
団
植
樹
方
式
を
採
用
し

て
い
る
。
混
植
方
式
で
は
成
長
の
早
い

も
の
が
有
利
で
、
多
様
な
樹
種
の
森
づ

く
り
が
難
し
い
。
そ
こ
で
１
０
０
平
方

際
川
の
中
に
２０
～
２５
本
の
同

一
樹
種
の
苗

木
を
植
え
、
究
極
的
に
ど
の
樹
種
に
お

い
て
も
１
～
数
本
の
形
質
優
良
木
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
ま

だ
取
り
組
み
事
例
も
デ
ー
タ
も
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
毎
年
苗
木
の
展
葉
期
に
調

査
を
行
な
い
活
着

・
成
長
を
調
査
し
て

い
る
が
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
眺
め

て
い
る
と
、
樹
種
に
よ
る
違
い
や
日
照
、

土
壌
な
ど
の
違
い
に
よ
り
成
長
の
差
が

見
え
て
き
て
面
白
い
。

将
来
ど
こ
か
で
発
表
の
機
会
が
得
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、

関
東
森
林
管
理
局
主
催
の
「平
成
１８
年

度
関
東
森
林
管
理
局
業
務

。
林
業
技
術

発
表
会
」
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
高
尾
小
下
沢
国
有
林
の

森
林
管
理
を
通
じ
て
日
頃
わ
れ
わ
れ
の

活
動
に
対
し
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
東
京

神
奈
川
森
林
管
理
署
高
尾
森
林
事
務
所

の
中
島
森
林
官
と
共
同
発
表
を
行
な
っ

た
。発

表
会
は
２
月
６
、
７
日
に
開
催
さ

れ
、
局
内
の
５
森
林
管
理
署
か
ら
１５
編

の
テ
ー
マ
が
発
表
さ
れ
た
が
、
治
山
、

植
生
回
復
、
森
林
教
室
の
取
り
組
み
な

ど
テ
ー
マ
は
多
彩
で
興
味
深
い
も
の
で

あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は

「高
尾
小
下
沢

国
有
林
で
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
づ
く
り

６
年
間
の
活
動
で
わ
か
っ
た
こ
と
」

と
い
う
課
題
で
発
表
し
た
。

本
来
、
林
業
や
そ
の
普
及
に
携
わ
る

林
野
庁
の
職
員
の
発
表
の
場
で
あ
る
が
、

部
外
者
の
私
と
し
て
は
日
本
山
岳
会
自

然
保
護
委
員
会
や
高
尾
の
森
づ
く
り
の

会
の
理
解
、
支
援
を
い
た
だ
く
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、
会
の
紹
介
に

も
時
間
を
割
い
た
。

調
査
結
果
と
し
て
ま
と
め
、
発
表
し

た
要
旨
は
、
①
苗
木
の
活
着

・
生
存
率

は
日
照
条
件
の
よ
い
南
斜
面
の
ほ
う
が

劣
る
が
、　
一
旦
活
着
し
て
し
ま
う
と
南

斜
面
の
ほ
う
が
成
長
が
早
い
。
②
害
獣

虫
や
そ
の
他
の
成
長
阻
害
要
因
に
よ
り
、

群
状
集
団
の
消
滅
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。
③
ガ
レ
場
で
の
植
樹
に

は
ポ

ッ
ト
苗
、
ジ
フ
ィ
ー
ポ

ッ
ト
苗
を

用
い
る
こ
と
に
よ
リ
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ

を
克
服
で
き
る
。
④
樹
種
別
に
見
る
と
、

高
尾
山
に
固
有
の
樹
種
の
生
存
率
が
高

い
。
⑤
群
状
集
団
別
に
見
る
と
、
群
が

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
３

ｏ
２
で
、

第
２
段
階

（群
状
集
団
植
樹
方
式
の
保

育
管
理
手
法
と
し
て
独
自
に
定
め
た
も

の
）
へ
移
行
し
た
も
の
５

ｏ
０
９自
で
全

体
と
し
て
は
順
調
に
成
長
し
て
い
る
、

と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
発
表
に
対
し
高
い
評
価
を
し

て
い
た
だ
き
、
日
本
森
林
技
術
協
会
理

事
長
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
５
月
に
行
な
わ
れ
る
全
国
の
森
林

管
理
局
レ
ベ
ル
で
の
森
林
技
術
コ
ン
テ
　
８

ス
ト
に
も
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
。
　

　

爾

今
回
の
発
表
は
植
生
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
成
長
が
消
費
者
と
し

て
の
生
物
種
や
生
態
系
に
ど
う
い
う
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も

知
り
た
い
。
そ
の
た
め
、
植
生
の
変
化

に
伴

っ
て
、
そ
れ
に
依
存
し
て
生
き
て

い
る
生
物
の
変
化
を
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
自
然
保

護
活
動
の

一
環
と
し
て
森
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
自
然
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て

も
目
が
離
せ
な
い
。
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舌
ヽ

ヽ

力
σ

・「
川

豊
里

Ｅ
Ｒ

書
芋

図
書
交
換
会

「会
員
の
持

っ
て
い
る
山
岳
図
書
の
交

換
、
販
売
会
を
や
ろ
う
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
は
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ

っ
た
が
、
二
月
の
図
書
委
員
会
で
、
ひ

と
つ
会
報
に
予
告
を
書
い
て
ど
の
程
度

反
響
が
あ
る
か
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
あ

げ
て
見
た
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
。」
「予
期
に
対
し
て
会
員
か
ら
の
反

響
は
さ
っ
ば
り
で
、
た
だ

一
通
細
井
氏

か
ら
端
書
が
寄
せ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
委
員
会

一
同
は
大
い
に
落
胆
し
、

そ
れ
で
は
中
止
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

一
時
は
な
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り
乗
り

か
か
っ
た
舟
な
の
で
思
い
な
お
し
て
や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
準

備
に
取
り
か
か
っ
た
。」
「目
星
し
い
会

員
に
当
り
を
つ
け
、
趣
旨
を
説
明
し
、

出
品
の
依
頼
状
を
出
し
」
「
ル
ー
ム
に
出

入
り
さ
れ
る
会
員
諸
氏
の
あ
い
だ
に
も

話
題
と
な
り
」
「小
林
義
正
さ
ん
を
初
め
、

生
ロ

図
書
委
員
の
面
々
は
古
本
屋
の
オ
ヤ
ジ

よ
ろ
し
く

一
冊

一
冊
値
段
を
つ
け
た
。」

「当
日
に
も
持
ち
込
ま
れ
る
本
な
ど
あ

り
、
係
り
は
大
汗
を
か
い
た
が
、
と
に

か
く
開
催
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。」
「何
し

ろ
珍
し
い
本
で
、
非
常
に
安
い
も
の
が

あ
る
の
で
」
「多
数
注
文
の
あ
る
場
合
は

抽
せ
ん
」
。
「初
め
て
の
試
み
で
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
フ
タ
を
開
け
て

み
る
ま
で
な
か
な
か
心
配
だ
っ
た
が
、

好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
の
出
来
た

の
は
ま
こ
と
に
幸
い
だ

っ
た
。」

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
会
報

『山
』

２
７
３

（１
９
６
８
年
３
月
）
号
と
２

８
２

（同
１２
月
）
号
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載

さ
れ
た

「第
１
回
山
岳
図
書
交
換

・
即

売
会
」
の
記
事
で
あ
る
。
２
７
３
号
に

は
署
名
は
な
い
が
、
こ
の
時
の
図
書
委

員
長
は
深
田
久
弥
氏
。
そ
の
深
田
氏
は

４
月
か
ら
図
書
委
員
長
兼
務
の
ま
ま
副

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
２
８
２

号
の
記
事
を
書
く
の
は
山
崎
安
治
氏
で

あ
る
。

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

そ
う
、
「図
書
交
換
会
」
は
こ
ん
な
様

子
で
、

４０
年
近
く
も
前
に
そ
う
そ
う
た

る
メ
ン
バ
ー
の
元
で
始
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
１５
年
前
に
第
２３
回
を
最
後

に
休
会
と
な
っ
て
い
た
。

昨
年
８
月
の
会
報
で
、
再
開
す
る
図

書
交
換
会
の
出
品
図
書
を
募

っ
た
と
こ

ろ
、

２０
名
の
会
員
か
ら
和
書
４
０
３
点
、

洋
書
１８
点
、
あ
わ
せ
て
４
２
１
点
の
出

品
が
あ

っ
た
。

１４
年
の
空
白
期
間
を
お

い
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ

が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
郵
便
や

メ
ー
ル
で
の
購
入
申
込
み
を
受
付
け
た
。

会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
目
録
を
公
開

す
る
と
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州

ま
で
幅
広
く
、

７１
名
も
の
会
員
か
ら
申

込
み
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な

ど
の
通
信
手
段
や
宅
配
便
の
普
及
、
口

座
振
込
の
利
便
性
な
ど
、
環
境
が
整

っ

た
今
日
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と

い
え
る
。

さ
て
３
月
３
日
。
本
の
内
覧
開
始
は

Ｈ
時
３０
分
だ
が
、
Ｈ
時
前
か
ら

「本
好

き
」
が
集
ま
っ
た
。
集
会
室
の
机
の
上

に
は
所
狭
し
と
本
が
並
ぶ
。
み
な
熱
心

に
１
冊
ず
つ
確
か
め
、
欲
し
い
本
の
購

入
を
申
込
む
。
こ
の
申
込
み
リ
ス
ト
に

地
方
か
ら
の
申
込
み
分
を
加
え
て
抽
選

が
始
ま
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
本
が
４

～
５
倍
の
倍
率
と
な
っ
た
。
抽
選
は
塗
　
９

り
箸
の
ク
ジ
引
き
で
、
不
参
加
の
申
込
　
整

み
分
は
図
書
委
員
が
代
理
で
引
い
た
。

１
番
の
人
気
本
は

『山
を
想
へ
ば
―

百
瀬
慎
太
郎
遺
稿
集
』
で
、
な
ん
と
倍

率
は
２８
倍
。
参
加
者
が
ク
ジ
を
引
き
当

て
る
と
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

ま
た
も
う

一
つ
の
目
玉
、
入
札
本
の

『山
の
ぬ
く
も
り
―
畦
地
梅
太
郎
手
摺

版
画
集
』
は
４
名
か
ら
入
札
が
あ
り
、

最
高
額
２６
万
６
０
０
０
円
に
落
ち
着
い

た
。
そ
の
金
額
に
は
全
員
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
た
。
畦
地
梅
太
郎
の
版
画
は
フ

ァ
ン
が
多
い
の
で
、
全
国
の
会
員
に
広

く
公
開
し
た
こ
と
が
良
い
結
果
を
招
い

た
よ
う
だ
。

15年ぶりに開催された図書交換会
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当
日
の
参
加
者
は
そ
の
場
で
会
計
を

済
ま
せ
た
が
、
不
参
加
の
地
方
の
会
員

へ
の
本
の
発
送
と
代
金
の
回
収
は
、
後

日
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
回

収
し
た
代
金
の
８０
で
は
出
品
者
に
返
金

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
会
報

が
届
く
頃
に
は
す
べ
て
の
処
理
が
終
わ

る
予
定
で
あ
る
。

「会
員
相
互
の
図
書
の
交
換
会
」
と
い

う
初
期
の
趣
旨
に
そ
っ
た
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
な

ら
で
は
の
催
し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
い
る
が
、
価
格
を
安
価

に
設
定
し
す
ぎ
て
、
本
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘

を
受
け
た
こ
と
も
、
今
後
の
反
省
材
料

と
し
た
い
。
　
　
　
　
（三
好
ま
き
子
）

第
１５
回
山
岳
史
懇
談
会

「日
高
山
脈
の
登
山
史
」
開
催

３
月
３
日
、
図
書
交
換
会
終
了
後
に

１
０
４
号
室
で
開
催
、

４６
名
の
参
加
者

が
あ

っ
た
。
全
国
の
各
支
部
の
登
山
史

シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
と
し
て
、
北
海
道

支
部
の
高
澤
光
雄
さ
ん
を
お
招
き
し
て

語
っ
て
い
た
だ
く
と
の
、
平
井
吉
夫
委

員
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。

高
澤
会
員
は
３０
年
余
に
わ
た
っ
て
北

海
道
の
登
山
史
の
発
掘
と
記
録
に
打
ち

込
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
昭
和
４７
年
に
発

表
し
た

『北
海
道
登
山
史
年
表
』
が
、

郷
土
史
研
究
家
に

「登
山
家
は
エ
リ
ー

ト
意
識
を
持

っ
て
い
て
、
大
衆
登
山
は

記
録
に
値
し
な
い
の
か
？

北
大
の
戦

時
下
で
の
登
山
活
動
は
検
討
を
要
す
る

も
の
が
あ
る
」
と
酷
評
さ
れ
て
、
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
を
バ

ネ
に
、
各
市
町
村
史
、
地
質
調
査
や
測

量
登
山
、
各
山
岳
団
体
の
部
会
報
を
徹

底
的
に
収
集
し
、

２０
年
後
に
増
補
改
訂

版
、
２
年
前
に
そ
の
後
の
記
録
を
増
補

し
て
発
表
さ
れ
た
。

昭
和
５７
年
５
月
、
ル
ー
ム
で
催
さ
れ

た
三
水
会
で

「慶
応
と
北
大
の
カ
ム
イ

エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
初
登
争
い
」
の

話
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

日
高
山
脈
は
季
節
に
よ

っ
て
は
、
難

し
い
山
で
は
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
も
登
り
に
来
て
ほ
し
い
と
Ｐ
Ｒ
さ
れ

る
。高

澤
さ
ん
自
身
も
、
登
山
史
を
調
べ

て
い
る
う
ち
に
未
踏
の
ル
ー
ト
を
見
つ

け
、
昭
和
５２
年
暮
れ
か
ら
神
威
岳
南
西

尾
根
を
登

っ
た
。
当
時
、
林
道
が
奥
ま

で
延
び
た
ば
か
り
で
、
途
中
の
険
悪
な

沢
は
遡
行
せ
ず
に
登

っ
た
の
で
、
記
録

に
入
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
謙

遜
さ
れ
る
。

坂
本
直
行
さ
ん
が
昨
年
生
誕
１
０
０

年
を
迎
え
て
、
記
念
的
な
作
品
展
も
開

か
れ
た
。
同
氏
は
、
札
幌
三
中
在
学
中

に

「山
岳
旅
行
部
」
を
設
立
し
た
。
北

大
に
入
学
し
た
頃
は
、
英
国
が
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
に
登
山
隊
を
送
り
込
み
、
マ
ロ

リ
ー
と
ア
ー
ビ
ン
が
遭
難
す
る
な
ど
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
て
い

た
。
当
時
の
日
高
山
脈
は
、
ま
だ
未
踏

峰
が
多
く
、
直
行
さ
ん
は
日
高
山
脈
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
見
立
て
て
の
め
り
込
み
、

遂
に
原
野
に
開
拓
農
民
と
し
て
移
り
住

み
、
絵
を
描
き
な
が
ら
登
山
に
没
頭
し

た
。
昭
和
６
年
刊
行
の

『北
海
道
の
山

岳
　
登
山
と
案
内
』
（棋
有
恒
序
文
）
に

日
高
山
脈
を
執
筆
し
た
。
ま
た
、
昭
和

１０
年
２
月
に
北
海
タ
イ
ム
ス
の
取
材
を

受
け
て

「冬
山
の
魅
力
、
永
遠
の
神
秘

境
」
と
し
て
、
未
踏
峰
が
２６
座
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

北
大
山
岳
部
員
が
、
昭
和
１５
年
１
月

に
ペ
テ
ガ
リ
を
目
指
し
て
、
雪
崩
に
遭

遇
し
、
８
人
が
埋
没
死
亡
し
た
。
そ
の

年
の
暮
れ
に
早
稲
田
が
ペ
テ
ガ
リ
岳
遠

征
を
予
定
し
て
、
北
大
に
打
診
し
た
が

断
ら
れ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
早
大
は

昭
和
２２
年
暮
れ
か
ら
長
大
な
東
尾
根
か

ら
挑
み
、
厳
冬
期
第
２
登
を
果
た
し
た
。

北
大
隊
が
ペ
テ
ガ
リ
で
遭
難
し
た
時
、

留
学
中
だ

っ
た
、
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ

ー
ニ
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
娘

さ
ん
が
発
熱
し
た
た
め
、
２
日
遅
れ
て

入
山
、
現
地
へ
捜
索
に
向
か
う
坂
本
直

行
さ
ん
と
現
場
ま
で
同
行
し
、
遭
難
現

場
の
模
様
を
い
ち
早
く
伝
え
た
。
マ
ラ

イ
ー
ニ
さ
ん
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ

ス
の
体
験
と
文
献
か
ら
、
雪
山
登
山
に

イ
グ
ル
ー
の
有
効
性
を
新
聞
等
で
訴
え
、

北
海
道
で
イ
グ
ル
ー
を
普
及
さ
せ
た
人

で
も
あ
る
。

歴
史
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
散
り
ば
め

な
が
ら
の
高
澤
さ
ん
の
話
は
１
時
間
あ

ま
り
続
き
、
日
高
の
登
山
コ
ー
ス
や
ペ

テ
ガ
リ
の
冬
期
ル
ー
ト
等
の
質
疑
応
答

で
締
め
く
く
っ
た
。
　

　

（松
澤
節
夫
）

初
山
行
「鎌
倉
ア
ル
プ
ス
」

２
０
０
６
年
度
の
新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
有
志
３３
名
で
１２
月

に
１
０
１
の
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
初
山
行
を
、
３
月
１８
日
、

鎌
倉
ア
ル
プ
ス
で
行
な
っ
た
。

３
月
に
し
て
は
寒
い
朝
、
会
員
１８
名

講演する高澤光雄会員
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と
グ
ス
ト
ー２
名
は
、
鎌
倉
在
住
会
員
の

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
建
長
寺
へ
む
け
て

北
鎌
倉
駅
を
出
発
し
た
。

建
長
寺
境
内
の
オ
カ
メ
桜
は
散
り
か

け
て
い
た
。
半
増
坊
へ
の
急
な
石
段
を
、

入
会
年
度
は
若
い
が
、
平
均
年
齢
の
高

い

一
団
が
登
る
。
登
り
つ
い
た
富
士
見

台
に
は
、
青
空
を
背
景
に
し
た
す
ば
ら

し
い
雪
の
富
士
山
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

小
休
止
後
、
鎌
倉
の
街
並
み
や
海
を

眼
下
に
チ
ラ
チ
ラ
と
眺
め
な
が
ら
、
天

園
峠
の
茶
店
へ
。
こ
こ
の

″
お
で
ん
″

を
食
べ
、
昼
食
を
と
る
こ
と
が
目
玉
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。

昼
食
後
、
沢
を
下
り
、
鶴
岡
八
幡
へ
。

雅
楽
の
奏
さ
れ
る
神
道
で
の
結
婚
式
が

挙
行
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
厳
か
な
式
に
、

青空の下、初山行での記念撮影

メ
ン
バ
ー
は
遠
い
昔
の
自
分
の
姿
を
思

い
出
し
た
よ
う
で
、
参
拝
よ
り
も
そ
の

式
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

散
会
後
、
市
内
で
初
山
行
反
省
会
を

行
な
い
大
い
に
盛
り
あ
が
り
、
４
月
＝

岩
殿
山
、
５
月
＝
景
信
山
、
６
月
＝
鍋

割
山
と
、
向
こ
う
３
カ
月
の
計
画
を
た

て
た
。　
　
　
　
　
　
　
（小
林
建
夫
）

講
演
会
「ア
ン
デ
ス
の
黄
金
」

２
月
１４
日
、
山
岳
会
１
０
４
号
室
に

お
い
て
、
昨
年
に
続
き
２
回
日
と
な
る

講
演
会
を
開
催
し
た
。
演
題
は

「
ア
ン

デ
ス
の
黄
金
」
と
し
て
、
古
代
ア
ン
デ

ス
文
明
形
成
期
の
研
究
の
権
威
で
あ
る

大
貫
良
夫
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
講
演

を
お
願
い
し
た
。
新
土
曜
会
会
員
以
外

の
方
々
も
含
め
て
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
１８
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

大
貫
氏
は
も
と
も
と
泉
靖

一
先
生
の

弟
子
と
し
て
、
東
大
の
大
学
院
生
の
と

き
か
ら
ベ
ル
ー
に
お
け
る
先
史
時
代
の

遺
跡
の
発
掘
に
携
わ

っ
て
き
た
。
当
日

は
数
多
く
の
発
掘
の
経
験
の
中
か
ら
、

黄
金
製
品
を
見
出
し
た
ク
ン
ト
ウ
ー

ル

・
ワ
シ
遺
跡
の
発
掘
に
つ
い
て
お
話

を
頂
い
た
。

ク
ン
ト
ウ
ー
ル

・
ワ
シ
遺
跡
は
ペ
ル

―
北
部
ア
ン
デ
ス
山
脈
西
側
の
斜
面
に

あ
る
。
お
そ
ら
く
Ｂ
Ｃ
ｌ
２
０
０
年
か

ら
Ａ
Ｄ
２
０
０
年
頃
の
遺
跡
と
思
わ
れ

る
。
最
後
は
破
壊
さ
れ
て
放
棄
さ
れ
た

ら
し
い
。
こ
の
時
期
は
全
世
界
的
に
人

類
が
己
の
レ
ー
ゾ
ン

・
デ
ー
ト
ル
を
求

め
て
、
宗
教
、
哲
学
の
形
成
期
と
な
っ

た
。大

貫
氏
ら
は
こ
こ
で
１
９
８
８
年
か

ら
発
掘
を
始
め
た
。
遺
跡
は
重
層
さ
れ

て
い
て

一
つ
一
つ
の
層
の
年
代
の
特
定

が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
建
築
の
デ
ー
タ

と
土
器
の
編
年
、
さ
ら
に
絶
対
年
代
の

測
定
も
含
め
て
年
代
測
定
を
行
な
っ
た
。

１
９
８
９
年
の
発
掘
時
に
最
下
層
と
思

わ
れ
る
床
面
に
塗
り
こ
め
ら
れ
た
円
い

穴
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
こ
を
発

掘
し
た
と
こ
ろ
、
人
骨
と
と
も
に
金
製

の
耳
飾
り
、
５
面
ジ
ャ
ガ
ー
金
冠
、

１４

人
面
金
冠
な
ど
多
数
の
純
度
の
高
い
金

製
品
が
発
掘
さ
れ
た
。
ペ
ル
ー
の
発
掘

史
上
初
の
こ
と
で
あ
る
。

大
貫
氏
は
無
論
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ

ー
で
は
な
い
の
で
、
金
製
品
発
掘
は
い

わ
ば
お
ま
け
で
あ
り
、
ク
ン
ト
ウ
ー
ル
・

ワ
シ
遺
跡
の
文
化
の
特
徴
、
編
年
、
周

囲
の
遺
跡
と
の
関
係
を
考
察
し
、
ど
う

や
ら
ク
ン
ト
ウ
ー
ル

・
ワ
シ
遺
跡
は
、

よ
り
古
い
海
岸
の
文
化
と
似
て
お
り
、

先
行
す
る
文
化
と
思
わ
れ
て
い
た
チ
ャ

ビ
ン

ｏ
デ

・
ワ
ン
タ
ル
と
は
兄
弟
の
関

係
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
学
問
的
な
講
演

が
続
い
た
。

そ
の
後
、
大
貫
氏
ら
は
日
本
で
寄
付

金
を
募
り
、
ク
ン
ト
ウ
ー
ル

・
ワ
シ
の

村
に
発
掘
品
を
保
存
、
展
示
す
る
博
物

館
を
建
設
し
た
。
ま
た
ユ
ネ
ス
コ
の
基

金
に
よ
っ
て
壮
大
な
神
殿
の
外
溝
の
復

元
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は

大
貫
氏
は
こ
の
村
に
別
宅
を
作

っ
て
年

に
数
力
月
を
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
。

ほ
と
ん
ど
地
球
の
裏
側
と
い
っ
て
も
よ

い
ク
ン
ト
ウ
ー
ル

・
ワ
シ
村
に
住
む
と

い
う
大
貫
氏
の
執
念
を
見
せ
ら
れ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
　
　
　
（箕
岡
三
穂
）

%〕ぶ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。
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黒
田
長
敬
の
会
員
章長

田
義
則

会
報

『山
』
１
月

（７
４
０
）
号
に

手
塚
宗
求
氏
が
投
稿
さ
れ
た

「バ
ッ
チ

を
巡
る
話
」
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
調
べ

て
み
た
。

天
下
人
秀
吉
の
軍
師
・黒
田
如
水
（官

兵
衛
孝
高
）
の
子

・
長
政
は
、
筑
前
福

岡
藩
主
黒
田
家
の
初
代
で
あ
り
、
関
ヶ

原
の
戦
い

（１
６
０
０
年
）
で
活
躍
し

た
。
長
政
の
死
後
、
３
男
の
長
興

（１

６
１
０
～
１
６
６
５
）
は
、
福
岡
藩
か

ら
５
万
石
を
分
与
さ
れ
て
、
秋
月
藩
主

黒
田
家
の
初
代
と
な

っ
た
。　
長
興
は

島
原
の
乱
に
出
陣
し
て
戦
功
を
あ
げ
、

道
路
整
備
や
開
墾
を
す
す
め
、
藩
体
制

の
確
立
に
力
を
尽
く
し
た
。

手
塚
氏
の
持
つ
会
員
章
の
持
ち
主
、

黒
田
長
敬
（１
８
８
５
～
１
９
６
３
年
）

は
、
秋
月
藩
主
黒
田
家
の
１３
代
目
に
あ

た
る
。
大
正
元
年
、
米
国
コ
ー
ネ
ル
大

学
文
科
を
卒
業
、
大
正
３
年
に
帰
国
し

た
。
宮
内
庁
に
勤
務
し
、
大
正
、
昭
和

天
皇
の
側
近
と
し
て
奉
仕
。

調
べ
を
進
め
る
う
ち
に
１４
代
目
の
黒

な
が
ひ
で

田
長
榮

（１
９
２
３
～
）
氏
を
知
り
、

書
信
で
お
尋
ね
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の

よ
う
に
丁
寧
な
る
返
信
を
い
た
だ
い
た
。

「拝
復
、　
一
月
二
十

一
日
付
の
書
簡
確

か
に
拝
見
し
ま
し
た
。
父
が
登
山
に
関

心
が
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
私

は
父
よ
り

一
度
も
登
山
に
つ
い
て
話
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
は
学

習
院
高
等
科
で
は
野
球
部
に
属
し
、
三

塁
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
当
時
は

現
在
の
様
な
グ
ロ
ー
ブ
が
無
く
、
殆
ど

素
手
で
や
っ
て
い
た
様
で
、
父
の
指
先

は
み
な
曲
が
っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
３
年
に
山
岳
会
の
会
員
に
な
っ

て
い
る
様
で
す
が
、
私
の
推
測
で
は
誰

か
に
頼
ま
れ
て
会
員
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご
希
望
の
様
な

登
山
歴
は
私
の
知
る
限
り
で
は
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が

学
校
へ
入
学
し
て
か
ら
は
、
よ
く
神
宮

球
場
へ
六
大
学
の
野
球
を
見
に
連
れ
て

行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
秋
月
に
父
の
死
後
、
財
団
法
人

秋
月
郷
土
館
を
設
立
し
、
現
在
に
至

っ

て
お
り
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
近
発
行
の
カ
タ
ロ

グ
雑
誌

『通
販
生
活
』
に
私
に
関
す
る

記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

（略
）
敬
具
　
二
月
二
日

　

黒
田
長

榮
」文

中
の
雑
誌

『通
販
生
活
』
春
号
に

は

「旧
華
族

・
黒
田
長
榮
さ
ん
を
訪
ね

る
」
の
取
材
記
事
を
７
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
掲
載
。
会
員
章

・
３
３
７
番
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
長
敬
の
詳
し
い
系
譜
と
、

人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
員
名
簿
の
赤
坂
区
福
吉
１
番
地
は
、

現
在
の
赤
坂
溜
池
の
交
差
点

一
角
す
べ

て
。
下
る
と
田
町
通
り
、　
一
ツ
木
通
り
。

長
榮
氏
は
そ
こ
に
生
ま
れ
育
ち
、
桜
友

会
の
副
会
長
や
霞
会
館
の
常
務
理
事
、

顧
間
を
歴
任
し
た
。
さ
ら
に
、

８４
歳
嬰

礫
と
し
て
故
郷
秋
月
黒
田
藩
に
代
々
伝

か
か
え
お
お
づ

つ

え
ら
れ
て
い
る

「抱
大
砲
」
の
再
現
に

は
、
自
ら
陣
羽
織
を
着
て
指
揮
を
と
っ

た
そ
う
だ
。

長
敬
の
入
会
紹
介
者
に
つ
い
て
は
、

ル
ー
ム
図
書
室
で
分
か
る
と
思
う
。

地
球
温
暖
化
と

映
画
『不
都
合
な
真
実
』

山
本
良
三

映
画

『不
都
合
な
真
実
』
は
、
前
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
副
大
統
領
ゴ
ア
氏
の
、

１
０
０
０
回
に
及
ぶ
ス
ラ
イ
ド
講
演
会

を
映
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。　
一
言
で

い
っ
て
、″衝
撃
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

の
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
″
だ
。
ま
た
、

カ
ラ
ー
版
翻
訳
本

『不
都
合
な
真
実
』

（ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
刊
　
枝
廣

淳
子
／
訳
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
　

　

２

地
球
温
暖
化
は
、
人
間
活
動
か
ら
発
　
猥

生
す
る
二
酸
化
炭
素
に
起
因
す
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な

要
因
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

政
治
指
導
者
に
都
合
の
い
い
事
実
だ
け

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
″不
都
合
な
真
実
″

は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
い

つ
の
間
に
か
地
球
環
境
は
引
き
返
せ
な

い
ほ
ど
に
悪
化
し
て
お
り
、
今
の
ま
ま

の
経
済
活
動
を
継
続
す
れ
ば
、
今
世
紀

中
に
地
球
の
生
態
系
は
破
壊
さ
れ
、
人

類
は
生
存
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
人
類
生
存
の
危

機
で
あ
る
。

‐
　

西
北

　

，ヽ

卜
‐

東

南
‐
‐
∈

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ページです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)
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石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
り
、
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
急
激
に
増
大
し

て
、
そ
の
温
室
効
果
に
よ
る
地
球
温
暖

化
が
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象
を
引
き

起
こ
し
、
人
類
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与

え
る
可
能
性
が
、
日

一
日
と
強
ま

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
関
連
す
る
膨
大
な
科
学

デ
ー
タ
等
か
ら
、
も
は
や
疑
い
の
余
地

は
な
い
。
し
か
し
、
今
な
ら
未
だ
引
き

返
せ
る
。
人
類
の
生
存
環
境
を
死
守
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
た
め
に
、
人
間

一
人
ひ
と
り
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
せ
ば

い
い
の
か
。
ゴ
ア
氏
は
具
体
的
な
提
言

を
示
す
。

１
、
省
エ
ネ
の
電
化
製
品
を
使
い
ま
し

よ
つゝ
。

２
、
冷
暖
房
の
設
定
温
度
を
下
げ
ま
し

よ

いつ

。

３
、
徒
歩
も
し
く
は
自
転
車
利
用
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。

４
、
で
き
れ
ば
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
乗

ｎ
ソキ
Ｆ
し
よ
いつ
。

５
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

６
、
で
き
る
だ
け
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（太

陽
、
風
力
）
の
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

７
、
た
く
さ
ん
の
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

１
本
の
本
は
、
そ
の
生
育
中
に
１
ト
ン

以
上
の
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

８
、
家
の
断
熱
材
を
厚
く
し
ま
し
ょ
う
。

９
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

１０
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
、
行
政
へ
環
境
問
題
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

１２
、
環
境
問
題
を
重
視
す
る
政
治
家
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

１３
、
も
し
い
な
け
れ
ば
、
自
ら
立
候
補

し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
、
二
酸
化
炭
素
発
生

″零
″
を

目
指
し
て
誰
も
が
取
り
組
め
る
日
標
を

掲
げ
る
。

提
言
を
実
行
す
る
に
は
、
幾
ら
か
の

出
費
を
強
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
球

市
民
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
判
断
す
べ

き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
行
政
、
研

究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業
な
ど
で
は
、

化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
新
技
術
の
開
発

に
取
り
組
む
の
は
勿
論
の
こ
と
、
既
に

悪
化
し
て
い
る
地
球
環
境
を
改
善
す
る

研
究
開
発
調
査
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
人
類
に
課
せ
ら
れ

た
難
間
中
の
難
間
で
あ
る
が
、
人
類
の

叡
智
が
問
わ
れ
て
い
る
。

世
界
最
大
の
二
酸
化
炭
素
排
出
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
京
都
議
定
書
に
批

准
し
て
い
な
い
先
進
国
２
カ
国
の

一
つ

で
あ
る
。
他
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ

る
。
な
ぜ
批
准
し
な
い
の
か
。
共
和
党

の
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
は
こ
の
よ
う
に
述

べ
た
。
″批
准
す
る
と
ア
メ
リ
カ
経
済
の

成
長
が
阻
害
さ
れ
る
″
と
。
何
と
い
う

身
勝
手
な
言
葉
だ
ろ
う
。
地
球
環
境
問

題
よ
り
も
自
国
の
経
済
成
長
を
優
先
さ

せ
る
姿
勢
は
地
球
市
民
と
し
て
は
許
せ

な
い
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
共
和
党
の
政

治
政
策
態
度
で
あ
る
。
「不
都
合
な
真

実
」
と
は
、
地
球
環
境
の
悪
化
を
示
す

多
く
の
科
学
的
デ
ー
タ
を
共
和
党
に
と

っ
て
は
不
都
合
な
真
実
と
し
て
無
視
し

た
内
容
で
あ
る
。

日
本
も
二
酸
化
炭
素
排
出
の
大
国
だ

が
、
安
倍
内
閣
も
環
境
問
題
よ
り
も
経

済
成
長
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
言
明
し

て
お
り
、
京
都
議
定
書
の
目
標
値
を
達

成
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。

一
方
、
最
近
発
表
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（気
象
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

の
第
四
次
評
価
報
告
内
容
は
ゴ
ア
氏
の

講
演
内
容
を

一
段
と
強
化
す
る
デ
ー
タ

不都合な真実

饂

一̈一一一一驀一一̈』一̈一．一̈『．

↑
“
　
燎
”
”
　
”壽
０
　
】
睾絆
　
一
¨

アル・ゴア

雛
「

継
一機”

難
嗜

●

魏

颯警
寧

カラー版翻訳の『不都合な真実』

山と氷河の図譜
―

五百澤智也山岳図集
―

五百澤智也 著/B5判 /144頁 /2,940円
(カ ラー63点、2色刷33点、モノクロ33点、計129点の作品掲載)

ヒマラヤと日本の山や氷河の細密鳥敵図・展望図、地形図、
そしてアルプスの山と氷河の水彩スケッチ、 さらに日本の氷
河地形分布図と日本列島地貌図など192点。全作品に解説付。

日本の登山・スキーの発展を側面で支えた店

好 日山荘往来 (上 )

大賀寿二著/四六判/310頁 /2625円

山とスキー用具の変遷と店の戸をたたいた岳人たちの話。

雲の上で暮らす
山本紀夫著/四六判/400頁 /2730円

美しくも厳酷な環境で暮らす人びとに寄りそった40年。

2006年秩父宮記念山岳賞受賞 !!

アンデス・ヒマラヤ
高地民族の世界

鯰 ¶霧左京区ナカニシヤ出版識8子発31:洗
http://WWWinakaniShiya.COjp/ 〔表示価格は税込〕

目 13



山 743-200704・ 20(第二種郵便物認可)

を
満
載
し
て
い
た
。
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
濃
度
の
急
激
な
増
加
は
な
ぜ
起
こ

っ
て
い
る
の
か
。
有
史
以
来
、
人
間
活

動
が
発
生
さ
せ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
海

洋
や
陸
地
に
吸
収
さ
れ
て
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ

し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
産
業
革

命
以
来
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は

上
昇
を
は
じ
め
、
以
後
右
上
が
り
の
上

昇
を
続
け
て
い
る
。
特
に
最
近
１０
年
間

の
上
昇
率
は
幾
何
級
数
的
な
カ
ー
ブ
を

描
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
海
洋
や
陸
地
の
気
温
上

昇
が
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
を
低
下
さ

せ
、
大
気
中
へ
移
行
す
る
二
酸
化
炭
素

濃
度
が
急
激
に
上
昇
し
始
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
温

室
効
果
を
高
め
、
急
速
な
地
球
温
暖
化

が
進
展
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
早
、
地

球
上
に
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
能
力

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

人
間
活
動
が
日
々
地
球
の
生
態
環
境

を
駄
目
に
し
、
地
球
に
負
の
遺
産
を
蓄

積
し
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
人
類
が
そ
の
気
に
な
っ
て
、

地
球
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
負
の
遺
産

の
増
大
を
防
ぎ
、
改
善
対
策
を
と
ら
れ

な
け
れ
ば
、
人
類
に
二
十
二
世
紀
は
や

っ
て
こ
な
い
。

支
部

だ
よ
り

■
田
日
田

イ
グ
ル
ー
三
話

暖
冬
で
積
雪
が
少
な
く
、
恒
例
と
な

っ
た
元
旦
の
三
角
山
の
項
上
に
イ
グ
ル

ー
を
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
札
幌

円
山
動
物
園
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
西
門

内
側
の
キ
ッ
ズ
広
場
に
雪
を
集
め
て
大

き
な
積
層
式
八
段
の
イ
グ
ル
ー
を
支
部

だ
よ
り
を
通
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
求
め
、

２
月
３
日
に
完
成
し
た
。

円
山
動
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
日
本

山
岳
会
北
海
道
支
部
の
指
導
に
よ
り
作

成
し
た
と
い
う
立
派
な
掲
示
板
を
見
て
、

社
団
法
人
と
し
て
の
立
場
を
少
し
理
解

し
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

２
月
４
日
の
三
角
山
三
の
坂
広
場
は

強
風
雪
で
あ
っ
た
が
、
札
幌
雪
祭
り
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
意
味
を
も
っ
た
行
事

で
あ
り
、
例
年
通
り
の
イ
グ
ル
ー
が
完

成
。
イ
グ
ル
ー
の
中
は
暖
か
く
、
子
供

た
ち
と
楽
し
い
会
話
が
は
ず
ん
だ
。

２
月
１０
日
は
当
別
町
の
中
小
屋
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
に
、
大
き
な
イ
グ
ル
ー
を

４
基
も
作
成
し
た
。
当
別
は
北
海
道
開

拓
の
歴
史
上
、
積
雪
が
多
く
苦
労
し
た

地
域
で
あ
る
が
、
児
童
数
の
減
少
に
よ

り
中
小
屋
中
学
校
は

一
昨
年
、
小
学
校

は
昨
年
３
月
に
開
校
し
て
い
る
。
国
道

２
７
５
号
線
の
横
に
あ
る
中
小
屋
中
学

校
は
災
害
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
、
夜
具

・
食
器
類
を
は
じ
め

多
く
の
備
品
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

集
め
ら
れ
、
今
回
は
冬
の
野
外
活
動
と

し
て
イ
グ
ル
ー
作
成
を
指
導
し
た
。

小
学
生
１５
名
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ

り
に
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
の
せ
て
、
３
人

１
組
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
歌
を
唄
い
な

が
ら
息
を
は
ず
ま
せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
を
運

搬
し
、
ノ
コ
ギ
リ
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
カ
ッ

ト
し
、
夢
の
世
界
を
実
現
し
て
く
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出
し
た
あ
と
に
、

キ
ャ
ン
ド
ル
を
５０
本
ほ
ど
立
て
て
、
夜

の
イ
グ
ル
ー
を
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が

ら
せ
、
す
ば
ら
し
い
演
出
効
果
を
し
た

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

の
は
頼
も
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん
た

ち
で
あ
っ
た
。

お
父
さ
ん
グ
ル
ー
プ
は
、
秋
に
枝
を

集
め
て
、
輪
か
ん
作
り
を
子
供
た
ち
に

教
え
、
そ
の
手
作
り
の
自
分
の
輪
か
ん

を
は
い
て
、
翌
日
は
当
別
の
雪
原
を
歩

い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「シ
ラ
カ
ン
バ
」
の

人
た
ち
の
自
主
活
動
が
、
年
間
を
通
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
帰
札
し
た
が
、
夏
の
恒
例
の
自
然
学

校
へ
つ
な
が
る
人
脈
と
な
っ
た
意
義
深

い
イ
グ
ル
ー
作
戦
で
あ

っ
た
。（新

妻

徹
）

目 14

藉

鰺:蟄餞,魯

03--3437--8848 饉∵MAIL



山 743-2007・ 4020(第 二種郵便物認可)

冬
期
日
―
ツ
ェ
南
壁
登
山
報
告
会

標
高
差
３
３
０
０
際
川
で
世
界
最
大
級

の
壁
と
い
わ
れ
る
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
。
そ

の
南
壁
を
昨
年
１２
月
２７
日
に
登

っ
た
登

山
隊
の
報
告
会
を
、
２
月
２３
日
に
名
古

屋
の

「ウ
ィ
ル
あ
い
ち
」
で
行
な
っ
た
。

当
日
は
支
部
員
の
み
で
な
く
、　
一
般
の

方
に
も
無
料
開
放
し
た
こ
と
も
あ
り
、

２
５
０
名
収
容
の
会
場
は
満
員
と
な
り

盛
況
で
あ
っ
た
。

登
山
の
詳
細
な
内
容
は
会
報

『山
』

２
月
号
で
田
辺
治
隊
長
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
の
で
省
略
し
、
当
日
の
雰
囲
気

な
ど
を
お
伝
え
し
た
い
。

冒
頭
、
和
田
東
海
支
部
長
か
ら

「２

０
０
１
年
の
第
１
次
登
山
隊
は
７
６
０

０
際
川
で
敗
退
、

０３
年
の
第
２
次
は
８
２

５
０
際
月
に
達
し
た
も
の
の
天
候
に
恵
ま

れ
ず
登
項
は
な
ら
な
か
っ
た
。
帰
国
し

た
田
辺
隊
長
の
報
告
に
よ
り
、
こ
れ
以

上
の
挑
戦
は
困
難
で
は
な
い
か
、
と
の

支
部
と
し
て
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
田
辺
隊
長
自
身
の
決
意
も
あ
り
、

支
部
と
し
て
や
は
り
や
ろ
う
と
の
気
運

が
盛
り
上
が
り
、
日
本
山
岳
会
の
多
く

の
方
の
支
援
を
得
て
送
り
出
し
た
。
た

だ
、
天
候
上
の
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
１２
月

２０
日
頃
を
過
ぎ
て
も
現
地
と
の
連
絡
で

は
楽
観
を
許
さ
ず
、
支
部
内
で
も
や
は

リ
ダ
メ
か
と
の
雰
囲
気
も
あ
っ
た
が
、

２７
日
に
完
登
。
稜
線
か
ら
雪
煙
た
な
び

く
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
が
見
え
た
と
の
報
告

で
、
登
山
隊
よ
く
や
っ
た
と
の
感
慨
に

包
ま
れ
た
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
、
平
林
副
会
長
か
ら

「日
本
の

登
山
界
を
支
え
る
組
織
で
あ
る
東
海
支

部
が
送
り
出
し
た
登
山
隊
で
あ
り
、
晩

餐
会
で
の
現
地
中
継
の
イ
ン
パ
ク
ト
も

あ
り
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
全
会

員
に
感
動
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
て
代

表
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
今
回
の
完

登
に
対
し
て
日
本
よ
り
海
外
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
を
見
て
も
成
果
の
大
き
さ
が
評
価

さ
れ
る
。
参
加
し
た
隊
員
は
今
後
の
登

山
を
志
す
若
い
人
の
指
導
者
と
な
っ
て

欲
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
山
岳
誌

『岳
人
』
の
廣
川
編

集
長
か
ら

「登
攀
の
評
価
と
し
て
今
回

の
完
登
は
世
界
の
登
山
界
の
歴
史
に
永

遠
に
残
る
快
挙
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
海
支
部
は
登
山
初
心
者
の
集
ま
り
で

あ
る
支
部
友
会
か
ら
最
高
難
度
の
登
山

ま
で
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
の
輪
で
結
ば

れ
、
登
山
文
化
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

の
で
、
今
後
も
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た

い
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
評

価
を
い
た
だ
い
た
。

尾
上
総
隊
長
に
よ
る
総
括
で
は

「南

壁
完
登
後
Ｃ
３
へ
夜
９
時
に
戻
っ
た
の

は
神
業
に
近
い
」
と
の
報
告
と
、
隊
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
軽
妙
な
タ
ッ
チ

で
紹
介
し
た
。

田
辺
隊
長
の
登
攀
報
告
で
は

「南
壁

は
こ
れ
ま
で
夏
冬
あ
わ
せ
て
２５
隊
挑
戦

し
て
い
る
が
、
成
功
し
て
い
る
の
は
夏

の
ソ
連
隊
の
み
で
、
今
回
、
冬
期
に
完

登
で
き
た
の
は
自
分
と
し
て
は
満
足
し

て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

報
告
後
の
質
疑
で
は
、
「最
後
の
４ｌ
μ
川

を
登

っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
４
回

目
の
挑
戦
は
あ
り
う
る
か
」
と
の
質
問

が
で
た
。
こ
れ
に
対
し
田
辺
氏
は
、
「南

壁
自
体
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
私
と

し
て
は
他
の
山
も
登
り
た
い
の
で
、
ロ

―
ツ
ェ
は
今
回
で
終
わ
り
に
し
ま
す
」

と
の
明
確
な
意
思
表
示
を
し
、
報
告
会

を
終
え
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
変
え
て
行
な
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
各
隊
員
が
個
別
に
感

想
を
述
べ
あ
っ
た
。
そ
の
感
想
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る

の
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
た
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

懇
親
会
は
２３
時
ご
ろ
ま
で
続
く
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

（佐
野
忠
則
）

尾上総隊長による軽妙なタッチでの隊員紹介
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コ
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「
Ｑ
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『
０
コ
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Ｋ

Ｏ
Ｅ

コ

引
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「
０
０
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―
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ゴ
０
一一『０
〇
一
０
『ゴ
Ｏ
Ｃ
コ
計０
一コ
０
０
「―

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
登
山
家
ノ
ー

マ
ン

・
ハ
ー
デ
ィ

（１
９
２
４
～
）
の

名
前
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
。
１
９
５
５
年
、
世
界

第
二
位
の
高
峰
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ

の
初
登
項
を
果
た
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ

・

エ
ヴ
ァ
ン
ス
率
い
る
英
国
隊
に
参
加
し

て
、
第
２
次
隊
と
し
て
登
項
を
果
た
し

た
彼
は
、
登
山
活
動
終
了
後
Ｂ
Ｃ
で
隊

を
離
れ
、
単
独
で
シ
ェ
ル
パ
の
郷
里
の

村
々
を
訪
ね
、
村
人
た
ち
と
生
活
を
と

も
に
し
た
。

そ
の
記
録
が
発
表
さ
れ

（『
Ｆ

目
ぼ
Ｆ

①
の一
Ｚ
８
ユ
』
ＨＯ
い
が
ｒ
）巳
ｏ
●
）
、
邦
訳

出
版
さ
れ
た
『ネ
パ
ー
ル
の
高
地
に
て
』

（神
原
達
、
牧
野
登
訳

・
朋
文
堂

・
昭
和

３５
年
刊
）
は
、
当
時
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峰

の
初
登
頂
記
ば
か
り
が
華
々
し
く
出
回

る
中
で
、
ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
こ
と
な
ど
と
て
も

思
い
及
ば
な
か
っ
た
時
代
に
、
当
時
学

生
だ

っ
た
私
た
ち
に
は
新
鮮
な
刺
激
だ

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
ハ

ー
デ
ィ
の
５０
年
ぶ
り
の
執
筆
と
な
っ
た

の
が
太
「書
で
あ
る
。

当
初
、
１
９
５
０
年
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

遠
征
に
ま
つ
わ
る
隠
れ
た
登
山
史
を
書

き
残
す
意
図
で
書
き
始
め
た
の
が
、
自

叙
伝
へ
と
展
開
し
た
と
い
う
。
病
弱
な

が
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
だ

っ
た
幼
少
期

の
山
と
人
と
の
出
会
い
、
登
山
へ
の
傾

倒
、
土
木
技
術
者
と
し
て
の
山
岳
地
帯

で
の
生
活
、
職
を
求
め
た
ロ
ン
ド
ン
生

活
時
代
に
お
け
る
Ｊ

・
ハ
ン
ト
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
遠
征
隊
と
の
関
わ
り
、

５４
年

の
バ
ル
ン

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
つ
な
が

る
ヒ
ラ
リ
ー
と
の
交
遊
、
前
述
の
カ
ン

チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
遠
征
へ
と
話
は
続
く
。

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
以
降
の
山
と

の
関
わ
り
も
尋
常
で
は
な
い
。
心
血
を

注
い
だ
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
中
腹
で
の
高

所
医
学
実
験
棟

（∽
〓
お
ヽ
ロ
ニ
）
の
建
設
、

ス
コ
ッ
ト
基
地
の
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
た

南
極
で
の
活
躍
、
ヒ
ラ
リ
ー
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
ン

・
ト
ラ
ス
ト
ヘ
の
長
年
の
献
身
的

協
力
な
ど
な
ど
だ
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
訪
ね
た
佐
藤
テ
ル
さ
ん
率
い
る
日

本
女
子
隊
と
の
交
遊
抄
も
あ
り
、
若
き

テ
ル
さ
ん
の
和
服
姿
の
写
真
が
あ
っ
た

り
す
る
。

ム
ン
バ
イ
、
コ
ル
カ
タ
、
カ
ト
マ
ン

ズ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
世
界
各
地
で
開
か

れ
た
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
初
登
項
５０

周
年
記
念
行
事
参
加
へ
の
旅
で
波
乱
に

富
ん
だ
自
叙
伝
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い

る
。少

し
気
に
な
る
記
述
は
、
前
述
の
邦

訳
書

『ネ
パ
ー
ル
の
高
地
に
て
』
が
１

万
部
は
出
た
と
の
う
わ
さ
は
聞
い
た
が
、

つ
い
ぞ

一
銭
の
印
税
も
も
ら
え
な
か
っ

た
と
い
う
話
。
朋
文
堂
無
き
あ
と
、
言

う
て
行
く
と
こ
な
し
と
い
う
こ
と
か
。

当
時
の
関
係
者
は
そ
れ
な
り
の
礼
を
尽

く
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（越
田
和
男
）

図
書
紹
介

2006年
Canttrbu17 Un市 .

Press千」
150ミ リ×227ミ リ  3235~
定価 NZ$38.00

刊行年 寄贈/購入別

図書受入報告 (2007年 3月 )
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大賀壽二     好日山荘往来 (上巻)

濱村信       俺山(や ま)

京灯ガ・フリカ貴戯研噺斗。他(編)国際登山探検文献センター図書目録 2006

金田正樹     感謝されない医者
―

ある凍傷Dr.の モノローグ
若林隆三     雪崩の掟

―
Law of Avalanche

上智大学山岳部・山岳会(編)魚野川事故報告書及び本多由佳子さん追悼集
山岳写真同人四季(著 )四季讃歌 (写真集)

日本山岳会百年期謀委員会冊 日本山岳会百年史 (本編)

日本山岳会百年史編纂委員会(編)日 本山岳会百年史 (続編・資料編)
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３
月
理
事
会

日
時
　
１９
年
３
月
１４
日
　
１８
時
３０
分
～

２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

ｏ贄
田
・
石
田
ｏ

篠
崎

・
大
蔵

・
野
口

・
斎
藤

・
藤
井

・

石
橋

・
古
野
各
理
事
、
竹
中

ｏ
内
田
各

監
事
、
小
倉

・
重
廣

・
今
村
各
常
任
評

議
員

【委
任
】
渡
邊
理
事

●
開
会
に
先
立
ち
平
山
会
長
よ
り
、
今

回
が
平
成
１８
年
度
最
終
の
理
事
会
で
あ

る
。
平
成
１９
年
度
は
新
役
員
が
運
営
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
継
続
す
べ
き
も
の

は
引
継
書
を
作
成
し
て
新
執
行
部
に
申

し
送
り
た
い
。

５
月
の
総
会
ま
で
気
を
引
き
締
め
て

対
処
し
て
欲
し
い
旨
発
言
が
あ
っ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
首
都
圏
の
支
部
化
に
伴
う
支
部
運

営
費
の
助
成
額
に
つ
い
て

栃
木
県

・
茨
城
県

・
群
馬
県
在
住
会

員
に
よ
る
支
部
化
に
対
し
て
は
、
第
１０

回

（２
月
度
）
理
事
会
に
お
い
て
細
則

第
Ｈ
条
規
定
の
支
部
運
営
費
を
助
成
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
い
る
が
、
首
都

圏
１
都
３
県
に
つ
い
て
は
、
本
部
財
務

へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
全
額
の
助
成

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
助
成
の
額
及
び

方
法
等
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
、

今
後
も
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（継
続
）

２
　
本
会
会
員
に
よ
る
海
外
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
等
へ
の
違
法
勧
誘
行
為
に
対
す
る

注
意
喚
起
に
つ
い
て

（会
報
へ
の
掲
載

文
）第

１０
回

（２
月
度
）
理
事
会
に
引
き

続
き
検
討
。
会
報
に
掲
載
す
る
注
意
文

の
文
言
に
つ
い
て
常
務
理
事
会
で
再
検

討
の
う
え
、
４
月
号
ま
た
は
５
月
号
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
　

　

（承
認
）

３
　
「新
公
益
法
人
会
計
」
へ
の
移
行

に
つ
い
て

平
成
１６
年
１０
月
に

「新
公
益
法
人
会

計
基
準
」
が
施
行
さ
れ
、
平
成
１８
年
４

月
１
日
以
降
速
や
か
に
新
基
準
に
移
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

１９
年
度
の
早
い
時
期
に
お
い
て
新
基
準

の
適
用
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
体
制

の
構
築
等
新
執
行
部
に
引
継
ぐ
こ
と
と

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（継
続
）

４
　
「山
岳
」
転
載
許
可
願
‥
越
後
支
部

「越
後
山
岳
」
（支
部
創
立
６０
周
年
記
念

特
集
号
）
へ
の
第
５３
号
外
７
号
分
の
関

連
記
事
の
転
載
。　
　
　
　
　
（承
認
）

５
　
そ
の
他

平
成
１８
年
度
最
終
の
理
事
会
の
た
め
、

今
後
の
理
事
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

①
会
長
お
よ
び
副
会
長
が
担
当
し
て
い

る
各
委
員
会

（総
務
、
財
務
を
除
く
）

の
担
当
を
会
長

・
副
会
長
以
外
の
理
事

に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

②
会
報
担
当
に
出
席
し
て
戴
い
た
う
え
、

理
事
会
に
お
け
る
審
議
内
容
を
把
握
し

て
も
ら
い
、
併
せ
て
次
号
の
記
事
等
に

つ
い
て
の
予
告
を
し
て
戴
き
た
い
。

③

ｌ
件
１０
万
円
を
超
え
る
各
委
員
会

の
支
出
お
よ
び
突
発
的
支
出
に
つ
い
て

は
理
事
会
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

【報
告
事
項
】

１
　
平
成
１８
年
度
第
２
回
通
常
総
会

⌒吉
永
）

去
る
３
月
１０
日
、
弘
済
会
館
に
お
い

て
開
催
。
出
席
者
８４
名
、
委
任
３
１
０

４
名
。
平
成
１９
年
度
事
業
計
画

（案
）

及
び
収
支
予
算

（案
）
、
監
事
１
名
の
欠

員
に
伴
う
監
事

（補
欠
）
の
選
任
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
３
月
中
に
文
部
科
学
大

臣
宛
提
出
す
る
。

２
　
平
成
１９

ｏ
２０
年
度
新
役
員
候
補
の

選
任
状
況
に
つ
い
て

（会
長
）

定
款
、
細
則
お
よ
び
理
事
会
確
認
事

項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
手
順
に
従
い
、

進
め
て
い
る
。
３
月
１５
日
に
会
長
経
験

者
お
よ
び
前
副
会
長
か
ら
意
見
を
戴
き
、

新
会
長

・
副
会
長
に
つ
い
て
３
月
１７
日

の
評
議
員
会
に
図
る
予
定
で
あ
る
。

３
　
日
本
ア
ル
バ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
に

お
け
る
不
祥
事
の
解
決
報
告
に
つ
い
て

（吉
永
）

日
本
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
の
実

技
講
習
の
際
に
お
け
る
講
師
と
受
講
生

間
の
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
某
団
体
よ

り
本
会
も
友
好
団
体
と
し
て
意
見
を
求

め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
般
、
調
査
結
果

等
を
記
し
た
文
書
が
寄
せ
ら
れ
、
お
詫

び
と
と
も
に
全
面
解
決
し
た
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。
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一
　

　

〇 糀

注     意

最近、本会会員であることを標榜
してインターネット等を通して海外
トレッキング、登山に勧誘し、旅行

業者的業務を行なっている会員が存

在するとの指摘があり、現に本会に

対し苦情が寄せられております。

本会会員としてのお持をもち、い

やしくも関係法令に違反することの

ないよう十分にご注意下さい。

総務担当理事

◆
白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業青

森
支
部

世
界
遺
産
白
神
山
地
の
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
の
周
辺
で
成
育
不
良
杉
林
地
を

ブ
ナ
林
に
再
生
す
る
た
め
、
除
伐
や
植

樹
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

寝
袋
、
食
器
必
携
。
で
き
れ
ば
テ
ン

ト
も
各
自
で
用
意
。
青
森
空
港
送
迎
は

要
相
談
。

日
程
　
６
月
２２
日
０
～
２４
日
同

集
合
　
２２
日
８
時
　
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
東
日
、

お
よ
び
１０
時
３０
分

奥
赤
石

林
道
ゲ
ー
ト

解
散
　
２４
日
１５
時
　
奥
赤
石
林
道
ゲ
ー

費
用
　
食
費
１
食
５
０
０
円

（現
地
で

徴
収
）

定
員
　
５０
名

申
込
　
６
月
１２
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
メ

ー
ル
で
須
々
田
秀
美
あ
て

（０
０３６中
０１０３
平
川
市
本
町
北
柳
田

９６
１
２
）

回
ず
ぴ
ｏ
∞
Ｐヽ
卜
◎
く
”Ｆ
ｏ
ｏ
・ｏ
ｏ
・ピ

◆
新
入
会
員
歓
迎
企
画

「ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
参
加
と
焼
岳
登
山
」山

研
運
営
委
員
会

０６
年
、

０７
年
度
入
会
の
新
会
員
を
対

象
に
し
た
仲
間
作
り
の
企
画
で
す
。

新
緑
の
焼
岳
を
登
り
、
翌
日
は
上
高

地
で
行
な
わ
れ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
と
午

餐
会
に
参
加
し
ま
す
。
新
入
会
員
以
外

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

期
日
　
６
月
２
日
０
～
３
日
同

費
用
　
１
万
円

（宿
泊
、
午
餐
会
、
保

険
料
等
）

申
込
　
５
月
２０
日
ま
で
に
堀
嘉
余
子
あ

て

（口
＆
田
０
３
‐
３
３
０
３

１
６
９
２
２
）

◆
探
索
山
行
予
告

　
　
科
学
委
員
会

日
時
　
６
月
２３
日
田
～
２４
日
同

場
所
　
戸
隠
高
原

テ
ー
マ
　
山
岳
信
仰

詳
細
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
年
間
山
行
計
画
が
で
き
ま
し
た

山
想
倶
楽
部

８
月
の
南
ア
ル
プ
ス
、

１０
月
の
黒
部

な
ど
季
節
ご
と
の
登
山
や
春
ス
キ
ー
と

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
計
画
の
詳
細
を
、

希
望
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
川
秀
利
ま
で

（口
０
３
１
３
９
９
０
１

３
２
２
２
回
０
３
‐３
９
９
０
‐３
２
７
４

回
Ｆ
こ
”●
Ｑ
Ч
◎
”
鮎
””
【ｏ
・８
Ｐ
●
①
む
）

◆
山
本
紀
夫

（第
８
回
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞
受
賞
者
）
写
真
展
　
「雲
の
上
で
暮

ら
す
―
ア
ン
デ
ス

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
チ
ベ

ッ
ト
」

会
期
　
４
月
２１
日
田
～
５
月
２０
日
同

（１０
時
～
１８
時
、月
曜
日
は
休
館
。
た
だ

し
４
月
３０
日
は
開
館
、
５
月
１
日
は
休

館
）

場
所
　
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館

（渋
谷

区
神
南
１
‐
１６
‐
８
口
０
３
‐
３

４
７
６
‐
２
０
１
１
）

入
館
料
　
大
人
１
０
０
円
　
小

高
校
生
５０
円

¨
編
集
後
記
¨

・
待
望
の

『日
本
山
岳
会
百
年
史
』
が

完
成
し
、
今
か
ら
読
む
の
が
楽
し
み
で

す
。
そ
れ
に
し
て
も
編
集
を
担
当
さ
れ

た
方
た
ち
は
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
次
号
の
５
月
号
で
、

そ
の
模
様
を
綴

っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で

す
。

●
『Ｊ
Ａ
Ｎ
』
の
編
集
長
を
さ
れ
て
い
る

中
村
保
さ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の

名
誉
会
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
『チ
ベ
ッ

ト
の
ア
ル
プ
ス
』
な
ど
の
書
籍
の
編
集

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
に
、

と
て
も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
年
次
総
会
で
の
講

演
も
含
め
、
中
村
さ
ん
に
も
次
号
で
報

告
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。（神

長
幹
雄
）
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